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O
本
年
度
卒
業
生
論
文
題
丹

~均一

孔
子
説
話
特
に
孔
子
家
認
の
研
究

内
向
感
史
ハ
古
代
よ
り
庶
に
五
る
)

省
子
と
料
壌
と
の
苦
C
R
(

先
泰
設
に
炭
代
経
壊
上
J

j
{
/
に
於
け
る
初
予
の
地
佼
」

キ蟻
島谷
石
田

相

徳

定

芳

小
洋
文
四
郎

竹
会

必
「
‘
q
h
1
'
阿川
.Mu
し

ご
白
企
ネ

U
γ
合
併
フ

チj二
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本
年
度
察
合
委
員
氏
名
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れ
い
d

心
冷
一
一
一
一
河
川
け

/
-
q
J
i
h
ぃ，

小
島
政
峰
、
小
洋
文
問
郎
、
杉
本
主
雄
、
下
山
同
光
一
小

三
井
宇
一
郎
、
松
村
利
行

〉
h
E
3
4
4
4
F
U川リ

E
r
J

/
4
4
i
u
m川
γ

・コーロド♂出
H
H
A
l

O
春
季
講
演
令

諮講
師nni

m
m
和
九
年
五
月
廿
六
日
(
土
〉
午
後
一
時
よ
り
小
島
政
雄
氏
巧
命
的
の
も
と
に

漢
文
患
研
究
家
に
於
て
m
M
か
る
寺

講
師
一
角
的
教
授
石
山
備
不
先
生

演
題
古
典
教
育
の
償
値
と
そ
の
方
法

諸
橋
、
内
野
先
生
を
始
め
と
し
て
、
聴
講
者
六
十
有
後
名
、
思
命
出
始
っ
て
以

来
の
盛
況
さ
、
矯
め
に
文
学
一
巡
り
に
立
錐
の
絵
地
こ
れ
無
か
り
き
、
以
て
そ

の
講
演
内
蒋
を
推
量
せ
ら
れ
度
し
。
向
ほ
右
内
容
は
特
に
お
願
ひ
し
て
別
項
え

の
如
く
上
殺
す
る
の
柴
を
得
た
故
、
特
に
味
讃
を
乞
ふ
弐
第
で
あ
る
。
経
っ

て
諸
卜
時
間
曾
長
の
関
舎
の
隊
あ
り
、
つ
ど
い
て
茶
話
曾
あ
り
。

講
師民E

。
第
九
回
研
究
後
表
舎



一%一

六
月
十
六
日
ハ
土
〉
雨
、
午
後
一
時
よ
り
撰
文
研
究
家
に
於
て
本
年
度
最
初

の
例
食
肉
か
る
。
話
機
、
内
野
、
寺
吋
先
生
を
始
め
禽
員
一
一
一
十
名
の
列
席
の

も
と
に
た
の
如
き
授
表
あ
り
。

一
、
史
記
出
子
体
考

f弘
吉iミ

寺
間
後
A
/
け沼

O
秋
季
講
演
令

十
月
サ
問
問
ハ
水
)
午
後
間
時
よ
り
渋
文
娯
研
究
訟
に
於
て
、
去
る
廿
呂
よ

り
一
週
間
の
激
定
で
支
郷
小
説
史
談
義
に
透
々
難
林
の
都
よ
り
上
京
な
さ
れ

た
務
部
半
島
先
生
に
武
家
な
る
時
間
を
裁
い
て
だ
ニ
詑
の
如
き
講
演
を
持
制
和
す

る
の
柴
を
得
た
。
詩
情
'
印
刷
長
先
生
を
始
め
と
し
て
先
紫
、
間
伊
ル
マ
一
多
数
列
席
、

綴
る
脇
曾
で
あ
っ
た
。

一

、

満

洲

事

務

と

中

間

文

地

一

太

山

内

一

詩

的

キ

島

鱗

氏

ボ
訴
訟
の
内
容
を
略
述
し
て
み
る
な
ら
ば
、
先
づ
利
引
代
の
支
那
を
み
る
と
鮮

や
か
に
も
白
い
鶴
家
ハ
一
一
一
民
、
主
義
に
よ
る
も
の
〉
と
赤
い
関
家
〈
共
売
主
義
に

よ
る
も
の
〉
と
の
…
一
つ
に
色
別
け
さ
れ
て
ゐ
る
惑
を
知
る
。
そ
し
て
こ
の
内
い

閥
家
の
政
府
の
下
に
動
員
さ
れ
て
出
来
た
の
が
、
民
抜
主
義
文
嬰
運
動
で
あ

る
。
一
加
し
て
之
は
表
向
き
は
中
関
古
典
の
一
件
認
識
を
ス
ロ

j
ガ
ン
と
す
る
も

の
t
h

関
山
内
議
船
織
部
及
び
寂
体
部
の
手
先
と
な
れ
る
文
畿
運
動
で
あ
っ
た
U

叉
之
に
刺
戟
さ
れ
て
大
ア
ジ
ヤ
主
義
的
運
動
を
鼓
吹
す
る
文
製
運
動
も
起
っ

た
が
、
該
混
動
は
南
京
方
…
山
に
於
け
る
有
力
な
る
財
閥
仰
を
も
動
か
し
て
政
府

b

と
金
撲
の
力
に
よ
っ
て
芽
生
え
来
れ
る
充
録
作
米
鮮
に
郊
.
肢
を
加
へ
、
彼
等

を
し
て
地
下
に
も
ぐ
ら
し
め
た
の
が
満
洲
事
務
夜
前
の
形
勢
で
あ
っ
た
。
か
，

J

、
ず
る
中
に
椀
続
務
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
支
那
文
壊
に
も
影
響
す
る
様
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
踏
ま
れ
る
姿
は
仲
び
る
と
の
努
に
浪
れ
ず
や
が
て
左
翼
作
‘

家
に
よ
っ
て
反
帝
問
主
義
運
動
が
起
さ
れ
、
枕
中
み
る
べ
き
も
の
に
J

デ
オ

ロ
ギ
ツ
シ
ユ
な
女
流
作
家
の
登
場
あ
り
、
演
劇
に
小
訟
に
彼
等
は
フ
ロ
。
ハ
ガ

ジ
ダ
の
馬
め
に
汎
ゆ
る
遼
勤
を
開
始
し
た
。
今
特
に
事
誕
を
取
扱
っ
た
作
品
、

を
み
る
に
、
「
最
後
之
列
車
」
「
線
引
出
却
」
「
大
上
海
之
致
滅
」
「
歯
本
」
「
向

笠
山
」
「
暴
風
雨
中
之
七
人
之
女
性
」
「
鋭
鋭
」
等
あ
り
。
之
等
に
よ
っ
て
如

何
に
弐
郊
の
イ
ゾ
テ
リ
逮
は
事
務
を
眺
め
て
ゐ
る
か
を
み
る
な
ら
、
何
れ
も

一
止
鵠
を
符
い
ず
脊
向
き
乃
一
主
は
小
児
病
的
作
家
の
山
間
念
の
遊
戯
に
し
か
と
れ
な

い
と
。
若
き
イ
ゾ
テ
リ
ほ
都
A
w
m
の
友
色
文
明
に
、
桃
色
的
文
尽
に
佐
紀
末
的
.

な
反
拐
に
あ
え
い
で
ゐ
る
。
故
に
悲
し
此
等
の
イ
ゾ
テ
リ
を
支
那
の
指
導
者
.

に
推
す
と
き
は
、
令
一
人
口
の
八
制
を
占
め
て
ゐ
る
農
民
は
何
露
へ
行
〈
か
と
。

洪
水
に
苧
パ
ツ
に
、
た
ま
/
¥
農
民
に
集
る
同
情
の
涙
は
中
間
に
於
て
搾
玖
，

せ
ら
れ
、
加
ふ
る
に
政
府
は
救
農
政
策
を
施
す
で
な
し
、
た
ど
「
ア
キ
一
フ
メ

主
義
」
を
注
入
し
て
ゐ
る
の
が
現
以
で
あ
る
と
。
指
導
臨
海
を
火
っ
た
池
沢
氏

は
何
蕗
へ
行
く
か
?
そ
こ
で
火
は
的
族
化
せ
、
赤
化
せ
よ
、
然
ら
ず
ん
ば

満
洲
へ
行
け
と
。

我
々
は
減
加
に
閣
内
恕
的
主
活
関
山
水
の
笠
現
を
合
同
似
し
て
止
ま
ね
。
一
つ
に

は
支
那
決
民
の
岱
め
に
も
。
又
現
代
は
一
般
に
都
合
中
心
時
代
で
あ
る
が
、

都
市
の
背
後
に
如
何
に
悲
惨
な
る
農
民
が
ゐ
る
か
を
改
め
て
検
討
す
る
必
裂

は
な
い
だ
ら
う
か
、
そ
し
て
又
我
簡
に
於
て
も
農
民
こ
そ
例
を
背
負
う
て



つ
べ
き
存
在
で
あ
る
と
。
か
く
の
如
く
泌
洲
事
後
を
…
辿
し
て
設
時
の
支
部
文

境
は
如
何
に
あ
っ
た
か
、
又
い
か
に
勤
き
つ
も
ふ
あ
る
か
を
述
べ
た
の
で
あ
る

が
、
特
一
に
支
那
文
勝
は
色
々
の
見
地
よ
り
み
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
農
民
の
件
以
態

を
克
明
に
み
る
こ
と
よ
り
投
足
L
て
行
か
ね
ば
訟
ら
ぬ
と
。
蹴
る
現
笈
生
活

に
部
L
た
る
万
一
間
よ
り
お
誌
な
さ
れ
た
の
で
大
じ
に
潟
め
に
な
る
併
が
あ
っ

た。
O
辛
烏
議
刺
激
迎
禽

十
月
サ
四
日
(
土
〉
午
綬
六
時
よ
り
あ
淡
命
館
に
於
て
さ
L

や
か
乍
ら
平
島

先
生
の
新
刊
叫
ん
留
を
開
く
。
務
総
、
内
野
、
峯
問
、
抵
一
線
、
熊
坂
、
森
本
、
小

林
、
寺
川
先
生
を
始
め
先
議
及
び
閉
山
γ

生
命
州
民
多
数
出
席
し
、
和
気
一
議
々
擦
に

晩
餐
を
共
に
し
て
絡
る
。

。
第
十
回
研
究
畿
表
曾

十
ニ
月
一
日
ハ
土
〉
午
後
一
時
よ
れ
ノ
漢
文
一
研
究
京
に
於
て
小
洋
文
四
郎
氏
問

曾
の
辞
の
も
と
に
衣
認
の
如
き
設
決
あ
り
。

一

、

殺

奨

考

態

生

杉

本

震

綾

沼

標
設
の
意
義
設
に
之
が
教
育
及
び
政
治
に
及
ぼ
せ
る
影
・
殺
を
述
べ
、
つ
い
で

古
代
よ
り
現
代
に
五
る
迄
一
一
路
史
的
に
ゐ
/
ん
が
行
は
れ
来
れ
る
獄
態
を
略
遮
せ
ら

L
U
V
}
0
 

1ヴ
ペ
ー
可
J梗
概
を
記
す
る
に
現
今
に
於
い
て
は
孔
子
及
び
其
の
配
本
滑
を
配
る
こ
と
、

を
総
捻
と
揺
す
る
が
、
元
来
は
か
く
特
定
さ
れ
た
名
稿
で
は
な
く
て
、
成
誌

に
使
泊
さ
れ
、
山
川
、
樹
、
感
校
等
に
て
行
は
る
L

採
点
(
を
一
辺
ひ
、
遂
に
忠

太
宗
の
時
よ
り
孔
子
を
先
場
…
と
し
、
顔
山
間
を
光
船
と
し
た
U

そ
れ
が
別
判
に

五
り
て
、
孔
子
を
一
中
一
筆
先
的
と
一
辿
の
名
に
改
め
、
孔
門
の
叫
約
千
及
び
総
数

の
道
統
者
を
配
本
す
る
擦
に
な
っ
た
。

将
一
鎮
の
木
質
は
激
育
方
面
に
あ
っ
て
、
仰
と
単
一
生
と
の
精
紳
的
出
鎖
が
燃

突
を
描
し
て
、
除
く
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
択
に
一
点
り
、
関
民
が

孔
子
を
芯
哀
し
持
敬
す
る
の
を
利
用
し
℃
、
政
治
的
方
出
に
肘
ひ
、
天
下
の

良
心
統
一
の
手
段
と
な
し
て
し
ま
っ
た
G

殊
に
咲
m
内
政
以
外
の
民
放
が
夫
那

中
舗
を
治
め
た
如
、
き
時
代
に
℃
は
、
感
大
に
雑
誌
を
行
ひ
、
襟
誌
と
し
て
務

教
の
徳
治
主
義
を
掲
げ
て
其
の
表
れ
と
し
て
孔
子
を
泌
る
と
公
ふ
意
味
に
行

は
れ
た
の
で
あ
る
」

持
実
は
将
来
よ
り
も
其
の
健
一
五
く
し
て
、
牛
キ
一
水
を
兵
ヘ
、
天
一
十
'
同
ら
出

御
し
、
書
を
式
後
に
講
じ
、
楽
も
諸
伎
の
別
ふ
る
六
般
の
策
を
別
ひ
、
清
朝

に
な
っ
て
は
前
者
未
曾
有
の
感
儀
を
現
す
に
至
っ
た
ο

支
那
国
民
と
韓
議
と
の
離
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
は
、
民
間
附
政
府
に

な
っ
て
緯
震
な
ど
古
き
道
徳
の
表
は
れ
、
封
建
時
代
の
遺
物
な
り
と
し
て
陵

し
た
が
、
回
収
廷
に
去
り
て
人
倫
の
銭
肢
を
救
ふ
潟
に
孔
子
生
誕
祭
の
名
目
に

て
程
一
認
の
資
質
を
快
復
し
た
こ
と
で
も
分
る
。
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一
、
'
百
年
の
喪
服
期
間
に
就
い
て
問
中
牛
一

鼓
袋
内
務
は
別
頃
に
上
載
せ
る
故
精
認
せ
ら
れ
度
し
。

終
っ
て
諸
橋
命
副
長
先
生
よ
り
雨
対
に
拐
す
る
御
一
向
許
あ
り
、
共
い
で
茶
話
ん
間

後
散
命
凶
す
。
来
難
者
は
ん
Mm
長
先
生
を
始
め
荻
以
、
森
本
、
寺
向
、
余
子
、
小

林
事
間
口
先
生
、
先
知
県
、
製
作
一
禽
員
等
一
一
一
十
名
あ
り
。

竹
会

二
郎
諮

O
第
十
一
回
研
究
後
表
令

昭
和
十
年
一
一
月
二
十
…
一
一
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
第
二
合
議
集
に
於
て
九
年

度
後
後
の
例
愈
G

杉
本
震
峨
民
間
曾
の
献
の
も
と
に
俄
さ
る
。
特
に
齢
、
弦
間

諜
に
建
せ
る
大
島
老
博
士
最
泣
の
研
究
の
一
部
分
を
援
表
し
て
戴
い
た
こ
と

は
搬
が
上
に
も
本
合
に
光
移
を
山
内
へ
た
。
そ
し
て
後
炎
内
符
は
何
れ
も
別
項

に
上
載
す
る
柴
を
得
た
。

一
、
ト
P
L
砕
い
こ
之
、
て

一
ヰ
玄
芳
苦
L
W
}
J
C
O
L
げに

一
、
朱
子
の
紫
綬
刊
誤
に
就
い
て

小
津
文
四
郎
治

J
A
トい
9
2
一
仔
ぬ
・
手
コ

一
-
コ
ブ
バ
ー
う
一
白
川
ハ
ヨ
イ

厚
生
j
ー

ら
U
Y
ル
仏
{

文
聞
や
陪
士

本
開
館
講
師

開
設
の
訴
を
愈
ね
て
諸
橋
ん
町
長
先
生
よ
り
御
批
評
あ
り
。
伶
ほ
小
淳
、
一
一
一
井

間
放
の
研
究
は
卒
業
論
文
の
一
部
な
る
由
。
絡
っ
て
茶
話
台
。
認
め
て
競
合

型
こ
γ
J

る。
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二
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大
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昭
和
九
年
度
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報
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前
年
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ヨ
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繰
越
金

合

費

答

献

金

皐
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命
日
ヨ
リ

ノ
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助
金

特
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牧
入

合

計
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出

一

通

信

費

一

応
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ト

ト

V

F

ザ

E

P

4

i

一
郎
常
命
内
茶
菓
代

一

講

師

謝

鶴

一

交

遜

費

一

小

使

手

裳

一
愈
報
第
二
銃

一

出

版

費

ナ

合

計

差
引
残
高

枚
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